
　平成29年2月10日（金）午前10時から管理組合庁舎2階会
議室において、岳南排水路管理組合議会定例会を開催しまし
た。
上程した議案は、平成29年度会計予算と平成28年度会計補
正予算の計2件です。
　管理者は大綱説明に先立ち、「岳南地域の製紙業界は、生
活必需品である家庭紙は堅調に推移しているが、全般的に
は、人口減少や電子化の進行、商品の包装を控えたり軽量化
するなどの市場の縮小により、依然として厳しい環境のまま
推移している」とし、「岳南地域の景気が今年こそ力強い回
復となることを願いつつ、皆様のご支援を賜りながら、引き
続き施設の維持管理に最善を尽くしてまいりたい」と挨拶し
ました。

岳南排水路管理組合議会定例会開催

平成29年度組合会計予算が決まりました
－平成29年2月10日－

議　場　風　景

管理者（富士市長 小長井　義正）大綱説明
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工場名 新しい代表者
西山工業㈱ 小林　公一　氏
日清紡ペーパープロダクツ㈱富士事業所 唐鎌　宏光　氏
日医工ファーマテック㈱静岡工場 清　　勝彦　氏

平成28年12月1日から平成29年2月28日までの使用者の変更です。

使　用　者　の　動　き

新年度の主な事業
事業名 施行箇所 事業概要

保全対策事業（管渠施設）
　岳南1号第1排水路泉町工区実施設計業務委託 富士宮市西町地先  管渠実施設計業務　154m
　岳南1号第4排水路凡夫川水管橋管渠改築実施設計業務委託 富士市久沢地先  管渠実施設計業務　28m
　岳南2号第1排水路耐震診断調査業務委託 富士市今泉地先  管路耐震診断調査業務　451m
　管渠更生工事（5路線　  7件）
　　　岳南1号第1排水路（2件）  富士市緑町地先ほか  ◯● 1,800㎜　139m
　　　岳南2号第1排水路（2件）  富士市今泉地先ほか  ◯● 1,500㎜～□・1,700㎜×1,500㎜　91m
　　　岳南2号第2排水路（1件）  富士市今泉2丁目地先  ◯● 500㎜～◯● 600㎜　60m
　　　岳南2号第5排水路（1件）  富士市新橋町地先  ◯● 1,200㎜　23m
　　　岳南3号第1排水路（1件）  富士市原田地先  ◯● 1,500㎜　43m
保全対策事業（ポンプ場施設）
　今泉ポンプ場2号主ポンプ分解点検作業委託 富士市今泉654-1 主ポンプ工場持込整備　2号主ポンプ　1基

平 成 29 年 度 予 算

歳入
使用料（岳南排水路使用料など） 4億4,434万円
繰入金（基金からの取りくずし金） 1億599万円
繰越金（前年度からの繰越金） 1,000万円
諸収入（基金運用利子など） 4,967万円

計 6億1,000万円

歳出
総務運営費（事務費や庁舎管理などに） 1億5,893万円
管路施設費（管路施設整備に） 2億7,252万円
ポンプ場管理費（ポンプ場の運転や整備に） 1億2,221万円
排水調査費（硫化水素などの調査に） 172万円
積立金（災害復旧や退職手当に備えた積立金に） 5,462万円

計 6億1,000万円
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平成29年３月１日現在　使用工場数86工場（うち休止工場９工場）

平成29年度　夏の点検及び集中工事の日程が決まりました
工場排水流入禁止日程（工場別） ※使用工場名は平成29年３月１日現在のものです。

地区 路線 工　場　名

富 

士 

宮 

地 

区

1‐1 森永乳業㈱富士工場

〃 コアレックス信栄㈱

〃 大宮製紙㈱

〃 マスコ－製紙㈱

〃 ㈱ニッピ富士工場

〃 東京製紙㈱

〃 太洋紙業㈱

〃 高尾製紙㈱
本社工場

鷹
　
岡
　
地
　
区

1‐1 丸富製紙㈱
富士根工場

〃 西山工業㈱

〃 トーヨーカラー㈱
富士製造所

〃 天間特殊製紙㈱

〃 王子キノクロス㈱
富士工場

〃 丸井製紙㈱
板紙工場

〃 岳南第一製紙
協同組合

1‐2 丸井製紙㈱
家庭紙工場

1‐3 富士里和製紙㈱

地区 路線 工　場　名

鷹
　
岡
　
地
　
区

1‐4 北越東洋ファイバー㈱
静岡工場富士工務部

〃 富士共和製紙㈱

〃 三和製紙㈱

〃 大宮製紙㈱富士工場
鷹岡事業所

〃 大宮製紙㈱富士工場
久沢事業所

1‐6 松菱製紙㈱

1‐7 特種東海エコロジー㈱
本社・工場

1‐9 荒川化学工業㈱
富士工場

伝 

法  

・  

吉 

原 

地 

区

1‐1 高野製紙工業㈱

〃 田子浦パルプ㈱

〃 富士メッキ㈱

1‐5 イデサンコー㈱

〃 イデシギョ－㈱

1‐7 勇和産業㈱

〃 大宮製紙㈱富士工場
伝法事業所

〃 大進加工紙㈱

〃 紺屋製紙㈱

〃 ㈱三協日の出工場

地区 路線 工　場　名
蓼
原
地
区

1‐分 ㈲後藤商会

〃 静岡ガス＆パワー㈱

今
　
泉
　
地
　
区

2‐1 日清紡ペーパープロ
ダクツ㈱富士事業所

〃 KJ特殊紙㈱

〃 美藤製紙㈱

〃 大二製紙㈱

〃 丸富製紙㈱原田工場

〃 ㈱田島鉄工所

2‐2 丸富製紙㈱今泉工場

〃 丸茂製紙㈱

2‐3 東海製紙工業㈱

〃 丸王製紙㈱吉原工場

〃 ダイニック㈱富士工場

2‐4 ニットク㈱

〃 イデワコー㈱

2‐5 新橋製紙㈱

〃 新橋製紙㈱第二工場

〃 大日製紙㈱

〃 大日製紙㈱第2工場

〃 美藤製紙㈱第二工場

幹線 日本製紙パピリア㈱
原田工場依田橋

地区 路線 工　場　名

原  

田  

地  

区

3‐1 イズミコーポレーション㈱

〃 日本製紙パピリア㈱
原田工場

〃 日本ワコン㈱富士工場

3‐2 望月紙業㈱

〃 五條製紙㈱

3‐3 小野製紙㈱

〃 春日製紙工業㈱

比  

奈  

地  

区

3‐4 林製紙㈱

〃 興亜工業㈱

〃 朝日化学工業㈱
富士工場

〃 日本製紙㈱富士工場吉永

〃 ジヤトコ㈱

3‐5 丸富衛材㈱

※ 休止工場は記載していません。

平成29年７月24日（月）午前５時から７月28日（金）午後５時まで
地区 路線 工　場　名

比
奈
・
鈴
川
地
区

4 鈴川エネルギーセンター㈱

〃 日本製紙㈱富士工場吉永

〃 日本製紙クレシア㈱
興陽工場

平 

垣  

・  

蓼 

原 

地 

区

5‐1 王子マテリア㈱富士工場
第一工場

〃 大興製紙㈱

〃 日本製紙㈱富士工場富士

〃 王子エフテックス㈱
東海工場富士製造所

5‐2 日医工ファーマテック㈱
静岡工場

5‐3 王子マテリア㈱富士工場
第一工場

凡　　例

1－○ 岳南1号第○排水路

1－分 岳南1号分排水路

2－○ 岳南2号第○排水路

3－○ 岳南3号第○排水路

4 岳南4号排水路

5－○ 岳南5号第○排水路

幹線 岳南幹線排水路

平成29年７月24日（月）午前５時から
　　　　 ７月27日（木）午後５時まで

� 日　　時
路　線　名

７月24日（月） ７月25日（火） ７月26日（水） ７月27日（木） ７月28日（金）
５時　17時 ５時　17時 ５時　17時 ５時　17時 ５時　17時

岳南１号排水路
（第1・第2・第3・第4・第5・第6・第7・第9）

岳南１号分排水路

岳南２号排水路
（第1・第2・第3・第4・第5）

岳南３号Ａ排水路
（第1・第2・第3）

岳南３号Ｂ排水路
（第4・第5）

岳南４号排水路

岳南５号排水路
（第1・第2・第3）

岳南幹線排水路

　平成２９年度、夏の点検及び集中工事に伴う工場排水流
入禁止日程が決まりましたのでお知らせします。
　排水流入禁止期間は７月２４日（月）午前５時から７月
２８日（金）午後５時までです。なお、岳南４号及び５号
排水路は、７月２７日（木）午後５時までが排水流入禁止
期間となります。
　使用者の皆様や地域の皆様にはご迷惑をおかけします
が、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

－ 使用者の皆様にお願い －
　排水流入禁止期間中は、管内で多数の作業員が昼夜作
業を行っています。
　管内は狭小であり、排水や雨水が流入した場合に避難
場所がないことから、事故に繋がる可能性があります。
　使用者の皆様におかれましては、期間中に工場排水や
雨水などが排水路に流れ込まないよう、関係部署に周知
いただきたく、お願い申し上げます。

工場排水流入禁止日程（路線別）
期　　　間　　自　平成29年７月24日（月）　午前５時（延べ108時間）　　　　　　　至　平成29年７月28日（金）　午後５時

　許可排水量の増量、または岳南排水路の使用を検討している方は、
岳南排水路管理組合総務課業務係へご相談ください。

連絡先　ＴＥＬ：0545-51-2667　ＦＡＸ：0545-51-2676

許可排水量の増量と新規使用工場の受付をしています。
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